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ミュージアム・トップマネジメント研修

• 文化庁が主催

• 開催日：令和７年１２月１０日（水）～１２日（金）

• 対象者：博物館の館⾧、副館⾧、管理者

• 目的：以下を学ぶ。
・博物館を取り巻く社会の動向
・博物館の役割とマネジメント
・事業評価・改善に関する高度な専門知識 他
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•少子高齢化による人口減少。

•地方財政は社会保障関係費が増加。

施設等社会教育費は2000年を境に減少傾向。

中でも図書館にくらべ公立博物館・文化会館の削減率は大きい。

博物館を取り巻く社会の動向
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R7年度ミュージアム

トップマネジメント研修資料より
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•博物館法の一部を改正する法律（令和５年４月１日施行）

• 目的に、文化芸術基本法の精神に基づくことを追加

• 博物館資料のデジタルアーカイブ化

• 他の博物館や地域の多様な主体との連携・協力による文化

観光など地域の活力の向上への寄与（努力義務）
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博物館の役割とマネジメント

•館⾧の役割について

• 博物館を管理運営する人

• 博物館法規定：「博物館の任務」の達成
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刈谷市歴史博物館条例
第２条 市民の教育、学術及び文化の発展に寄与するため、博物館を設置する。

•博物館の任務とは

人々の教育・学術・文化の発展に寄与
＋

地域社会への貢献
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•館⾧の役割について

• 博物館を管理運営する人

• 博物館法規定：「博物館の任務」の達成

地域社会に対する独自の貢献の結果＝「業績」に目を向け、

⾧期的・戦略的なミュージアムマネジメントを実践する

8



• 公立博物館は住民のために存在している

• 博物館の持続化は、社会的価値（地域への貢献）の持続化

• 持続的な運営とこれからの振興のためには、資金が必要
（ここから目を背けてはいけない）

• 資金の増加や収益増加は価値や魅力があるからこそ
「持続化＝資金獲得」と単純化すると本質的な経営改善にならない
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R7年度ミュージアムトップマネジメント研修資料より

（講師試案）

事業評価と改善に関する高度な専門知識
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事業評価と改善に関する高度な専門知識

【先進事例】
• 東京国立博物館

一番歴史ある博物館が一番新しいことに挑戦する

• 国立科学博物館
館⾧ビジョン「科学を文化に」

• 兵庫県立人と自然の博物館
職員全員で取り組むミッションの実現
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刈谷市歴史博物館の取り組みと事業評価

• 刈谷市歴史博物館の目指すべき姿とは

歴史博物館は、歴史資料の継承を軸として「刈谷及び周辺地域の特色」を

積極的に発信し、地域の中核となるミュージアムを目指していく。

そのために、地元の学校や企業との連携、地元の歴史文化に関心のある個

人・団体と積極的な関係を構築していく。

また、博物館資料を活用した新たな学びを提供することで、来館を促す。

刈谷市歴史博物館基本的運営方針（令和６年４月１日策定）より
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入館者数推移
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令和７年度企画展入場者数
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博学連携
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• R2年度はコロナにより中止

• R4年度よりアウトリーチプログラムを開始
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資金調達について

• 企画展開催において、文化庁等の補助金・支援
金を活用しています。

令和７年度は「海の縄文 山の縄文」展が、船
の科学館の「海の学びミュージアムサポート」の
支援を受け、実施しました。

支援を受けることで、充実した企画展を開催す
ることができるとともに、新たな他館等との連携
も生まれています。
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